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サンダー掛け ＡＱパテまたは
ポリマーセメントモルタル
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プライマー

塗膜

型枠継目にできた３mm未満の段
差は、サンダー掛けにより平滑な
面にしてください。３mm以上の段
差はサンダー掛け後、ＡＱパテま
たはポリマーセメントモルタル等
を使用して平滑に仕上げて下さい。

ひびわれ巾０.３mm以上は、ひびわ
れに沿って 10mm×10mm 程度
にＶカットし、プライマー塗布後、シ
ーリング材またはＡＱパテを充填
し平滑に仕上げます。

目地内のレイタンスを除去し、塗
膜が充分乾燥した後、バックアッ
プ材を充填します。次にプライマー
を塗布した後、シーリング材を充
填します。

出隅はサンダー掛けして角を落と
します。入隅はＡＱパテまたはポリ
マーセメントモルタル等にて面を
取ります。

豆板箇所は、健全なコンクリート
部分が現れるまではつり取り、
ＡＱパテまたはポリマーセメント
モルタル等を充填し平滑に仕上
げます。

木コン内部を掃除し、ＡＱパテま
たはポリマーセメントモルタル等
を充填し平滑に仕上げます。

３００Φ以上の口径については、
Ｖカットし、シーリング材で処理し
ます。

【取り扱い上の注意】
1．目、皮膚へ接触を避けるため、適切な保護具（手袋、長靴、保護め
がね、マスク等）を着用して下さい。
2. 取り扱い後は顔、手、口等を水洗いして下さい。
3. 取り扱い作業場所の換気は充分にして下さい。
4. 火気のある場所での使用、保管は避けて下さい。

【応急処置】
1. 目に入った場合は、多量の水で洗い、必要に応じて医師の診察を受けて下さい。
2. 皮膚に付着した場合は速やかにふき取り石鹸でよく洗い落としてして下さい。
3. 飲み込んだ場合は、多量の水を飲んで吐き出し、医師の診療を受けて下さい。

【貯蔵保管】
1. 温度は 5℃～35℃の一定の場所を定めて保管して下さい。
2. 保管は密封状態のままで行い、開封後は全部使い切って下さい。

【廃棄】
1. 廃棄するときは、産業廃棄物として処理して下さい。

※詳細な内容が必要な時は安全データシートをご参照下さい。

注意事項

下地処理例
コンクリート前処理及び表面処理については、ＪＷＷＡ Ｋ １４３の附属書D参考に準じて行ってください。

本品は、皮膚に付着するとかぶれやその他の健康障害を起こす恐れがありますので、取り扱いには下記の事項を守って下さい。

●型枠段差の処理 ●出隅・入隅の処理

●ひびわれの処理

●伸縮目地の処理

●豆板（ジャンカ）の処理

●木コンの処理

●管廻りの処理


